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4 1　身近な物理現象

1
1  光
⑴　光の性質

①　光の直進　光源から出た光は，四方八方に直進する。

②　光の反射　光は鏡などの表面に当たるとはね返る。

●光の反射の法則　入射角＝反射角

③　光の屈折　光がちがう種類の物質の中にななめに入

るとき，境界面で光の進む方向が変わる。資料 1

④　全反射　光が水中やガラス中から空気中に進むとき，

入射角がある角度より大きくなると，境界面ですべて

反射する。資料 1

⑵　凸レンズのはたらき

①　焦点　光軸に平行な光が屈折して集まる点。

②　光の進み方　資料 2

③　実像　物体から出た光が凸レンズを通り，実際に集

まってスクリーン上などにできる像。物体を焦点に近

づけると，実像は遠ざかり，大きくなる。物体が焦点

距離の 2倍の位置のとき，同じ大きさの実像ができる。

④　虚像　スクリーン上にうつすことはできないが，凸

レンズを通して，物体と同じ側に拡大されて見える像。

2  音
⑴　音の伝わり方　音源（発音体）の振動によって，空気や

水などの音を伝える物体が振動し，波となって伝わる。

⑵　音の大きさや高さ　資料 3

①　音の大きさ　振幅（振動の幅）が大きいほど大きい。

②　音の高さ　振動数（1秒間に振動する回数）が多いほ

ど高い。振動数の単位はヘルツ（記号Hz）。

3  力
⑴　力のはたらき　物体に対し①形を変える。②支えたり

持ち上げたりする。③動きを変える。

⑵　力の3要素　①作用点　②大きさ　③向き　資料 4

●力の単位はニュートン（N）を用いる。

⑶　重さと質量　物体にはたらく重力の大きさを

重さ，物体そのものの量を質量という。

⑷　2力のつり合いの条件　①一直線上にあり，

②向きが反対で，③大きさが等しい。資料 5

⑸　フックの法則　ばねののびは加えた力の大き

さに比例する。
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焦点距離

弦の音の大きさと高さ

強くはじく
振幅が大きい

大きい音

高い音 低い音

弦が短い 弦が長い
振動数が多い 振動数が少ない

振幅が小さい

小さい音

弱くはじく
資料 3

作用線

矢印の長さは，力の大きさに比例させてかく。

作用点
（力のはたらく点）

力の大きさ 力の向き
資料 4 力の矢印

▼つり合う 2力の関係

向きが反対

大きさが等しい

一直線上にある

資料 5 2力のつり合い
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51　身近な物理現象

確認問題
学習内容▶ 学習日▶　　 /光・音・力の性質について学習します。

1  光
□⑴　次の問いに答えなさい。

□①　光が鏡などの表面に当たってはね返ることを何というか。 ［　　　　　　　　］

□②　凸レンズの軸に平行な光が，凸レンズを通過後に集まる点を何というか。 ［　　　　　　　　］

□⑵　右の図は，水中から水面に当てた光の進み方を表したものである。

□①　アの光のように，光が折れ曲がって進むことを何というか。

 ［　　　　　　　　］

□②　ａとｂの角度は，どちらが大きいか。 ［　　　］

□③　ａの角度を大きくしたところ，光は空気中に出ていかずにすべて境界面で

はね返った。この現象を何というか。 ［　　　　　　　　］

□⑶　次のＡ，Ｂのように物体を置いて，できる像について調べた。できる像はそれぞれどのような像か。あ

とのア～オから 2つずつ選びなさい。また，それぞれの像を何というか。

 Ａ［　　　　　　　　］　名称［　　　　　　　　］　　Ｂ［　　　　　　　　］　名称［　　　　　　　　］

ア　物体より大きい。　　イ　物体と同じ大きさ。　　ウ　物体より小さい。　　エ　正立　　オ　倒立

2  音
□⑴　次の問いに答えなさい。

□①　空気中で音が聞こえるのは，音源の振動によって，そのまわりの何が振動するからか。

 ［　　　　　　　　］

□②　音を大きくするには，弦の振幅をどのようにすればよいか。 ［　　　　　　　　　　　　　］

□⑵　音を高くすることができる操作を，次のア～カからすべて選びなさい。 ［　　　　　　　　］

ア　弦を強く張る。　　　　　　イ　弦を強くはじく。　　　　　ウ　弦の太さを太くする。

エ　弦の太さを細くする。　　　オ　弦の長さを短くする。　　　カ　弦の長さを長くする。

□⑶　校舎から 86m離れたところで校舎に向かって手を鳴らし，反射した音が聞こえるまでの時間をはかる

と 0.5 秒であった。このときの音の伝わる速さは何m/sか。 ［　　　　　　　　］

3  力
□⑴　次の問いに答えなさい。

□①　地球や月などの天体が，その中心に向かって引っ張る力を何というか。 ［　　　　　　　　］

□②　力のはたらく点を何というか。 ［　　　　　　　　］

□③　机の上に静止した物体があるとき，物体にはたらく重力とつり合いの関係にある力は何か。

 ［　　　　　　　　］

□⑵　地球上で上皿てんびんにのせると，180gの分銅とつり合う物体がある。月面上の重力は，地球上の重

力の 1―6  とし，地球上で 100gの物体にはたらく重力の大きさを 1Nとする。

□①　この物体を月面上で上皿てんびんにのせると，何gの分銅とつり合うか。 ［　　　　　　　　］

□②　この物体を月面上でばねばかりにつるすと，何Nの目もりを指すか。 ［　　　　　　　　］

空気
水

a

b
ア

A B物体 物体

焦点 焦点 焦点 焦点焦点距離の
2倍の位置
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6 1　身近な物理現象

練成問題

1  光の性質について次の問いに答えなさい。
□⑴　図 1のＰ点から出た光を鏡に当て，反射した光がＡ点を通るよ

うにした。

□①　Ｐ点の像Ｐ′を図中にかきなさい。

□②　Ｐ点から出た光が，鏡で反射してＡ点にとどくまでの道すじ

を図中にかきなさい。

□⑵　図 2は，水平な面に鏡を垂直に立て，鏡の前に物体を置いたよ

うすを上から見たものである。点Ｂの位置から見ると，鏡に物体

の像が見えた。目の高さは変えずに点Ｃ，点Ｄのそれぞれの位置

から見たとき鏡に映る物体の像について，正しいものを，次のア

～エから 1つ選びなさい。  ［　　　］

ア　どちらの点からも見える。　　　　　　　　　　　イ　点Ｃからは見えるが，点Ｄからは見えない。

ウ　点Ｃからは見えないが，点Ｄからは見える。　　　エ　どちらの点からも見えない。

2  円を 30 度間隔に区切って線を引いた記録用紙の中心に，半円形レンズの平らな面の中心を合わせて置き，
光源装置から半円形レンズの平らな面の中心に光を当て，光の進む道筋を調べた。次の問いに答えなさい。

□⑴　右の図は，ななめに入射した光と半円形レンズの中に入って進んだ光

の道すじを表したものである。屈折角はどれか。図中の㋐～㋓から 1つ

選びなさい。 ［　　　］

□⑵　右の図で，光の入射する角度を変えると，半円形レンズの中に入った

光の進む道筋はどうなるか。次のア～エから 1つ選びなさい。 ［　　　］

□⑶　光の屈折による現象の例として適当なものを，次のア～ウから 1つ選びなさい。 ［　　　］

ア　水の入った茶わんに箸
はし

をななめに入れたら，箸が折れ曲がって見えた。

イ　ブラインドのすき間から光が差し込んだ。

ウ　水そうの金魚をななめ下から見たら，水面に金魚がさかさまに映って，2ひきいるように見えた。

3  焦点距離 10cmの凸レンズとろうそくを使って，右の図のように
してスクリーンに映るろうそくの像を調べた。次の問いに答えなさい。

□⑴　スクリーン上にはっきりしたろうそくの像を映すには，スク

リーンを凸レンズから何cmのところに置けばよいか。

 ［　　　　　　　　］

□⑵　⑴でできた像は，実物のろうそくと比べてどのような像か。次のア～カから 1つ選びなさい。 ［　　　］

ア　上下左右が同じ向きで実物より小さい像。　　　　イ　上下左右が同じ向きで実物と同じ大きさの像。

ウ　上下左右が同じ向きで実物より大きい像。　　　　エ　上下左右が逆向きで実物より小さい像。

オ　上下左右が逆向きで実物と同じ大きさの像。　　　カ　上下左右が逆向きで実物より大きい像。

鏡

鏡

物体C B D

A

P

図 2

図 1

光源装置

光の道筋
記録用紙

半円形
レンズ

㋐
㋑

㋒

㋓

ア イ ウ エ

ろうそく 凸レンズ スクリーン

20cm

SAM
PLE



71　身近な物理現象

4  次のような位置に物体を置いたとき，凸レンズによってできる像をそれぞれ作図しなさい。
□⑴ □⑵　

□⑶

5  図 1 のような装置で，凸レンズでできる像を調べる実験をした。凸
レンズとろうそくとの距離aをいろいろに変えてから，スクリーンを

動かしてスクリーン上に鮮明な像をつくり，凸レンズとスクリーンの

距離bを測定した。表は，その結果である。次の問いに答えなさい。

□⑴　この凸レンズの焦点距離は何cmか。 ［　　　　　　　　］

□⑵　スクリーン上に映った像が，実物のろうそくより小さいのはどの

ときか。表のＡ～Ｅからすべて選びなさい。 ［　　　　　　　　］

□⑶　表のＢのとき，図 2のように，凸レンズの上部を厚紙でおおった。

□①　Ｐ点から出た㋐～㋒の光の進む道すじを図 2にかきなさい。

□②　このときの像の形や明るさを，次のア～カから 2つ選びな

さい。  ［　　　　　　　　］

ア　上半分だけの像になる。　　イ　下半分だけの像になる。

ウ　像の形は変わらない。　　　エ　明るくなる。　　

オ　暗くなる。　　　　　　　　カ　明るさは変わらない。

6  音の伝わり方を調べるために，次の実験を行った。あとの問いに答えなさい。
〔実験 1 〕　図 1のように，同じ音さを 2つ並べ

て置き，Ａの音さをたたいた。

〔実験 2 〕　図 2のように，鳴り続けているベル

を容器に入れた。容器内の空気を真空

ポンプでぬいていき，聞こえてくるベ

ルの音のようすを調べた。

□⑴　実験 1で，Ａの音さが鳴り出したとき，Ａの音さはどうなっているか。 ［　　　　　　　　　］

□⑵　実験 1で，Ａの音さが鳴り出してしばらくすると，Ｂの音さはどうなったか。 ［　　　　　　　　　］

□⑶　実験 2で，聞こえてくるベルの音はどのように変化していくか。 ［　　　　　　　　　］

□⑷　実験 1や 2の結果から，音の伝わり方についてどんなことがいえるか。簡単に書きなさい。

　　［ ］

物体

焦点 焦点

物体

焦点 焦点

物体

焦点 焦点

a b
ろうそく

凸レンズ
スクリーン

図 1

A B C D E
a〔cm〕 35 30 20 15 14
b〔cm〕 14 15 20 30 35

厚紙
P
ろうそく

㋐

㋑ ㋒

凸レンズ
スクリーン

凸レンズ
の軸

図 2

A B
鳴り続けるベル図 2図 1

真空ポンプへ
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8 1　身近な物理現象

7  次の問いに答えなさい。
□⑴　音の伝わり方や性質の説明として，まちがっているものを，次のア～エから 1つ選びなさい。 ［　　　］

ア　音は固体の中でも伝わる。　　　　　　　　　　イ　音の速さは，光の速さよりはるかに遅い。

ウ　音の振動は，空気中を波となって伝わる。　　　エ　音が空気中を伝わるとき空気自体が移動する。

□⑵　あるときいなずまが見えてから，3.5 秒後に雷
らい

鳴
めい

が聞こえた。この地点は雷
かみなり

が発生したところから何m

離れているか。ただし，音が空気中を伝わる速さを 340m/sとする。 ［　　　　　　　　］

□⑶　船から海底に向かって音（超音波）を出し，音が海底で反射してもどってくるまでの時間をはかったとこ

ろ，1.2 秒であった。この場所の海の深さは何mか。ただし，音が海中を伝わる速さを 1500m/sとする。

 ［　　　　　　　　］

8  右の図は，3種類の音Ａ～
Ｃを，コンピュータを用いて

表したものである。次の問い

に答えなさい。

□⑴　音の大きさが同じで，音の高さがちがうのは，Ａ～Ｃのどれとどれか。 ［　　　と　　　］

□⑵　音の高さが同じで，音の大きさがちがうのは，Ａ～Ｃのどれとどれか。 ［　　　と　　　］

□⑶　Ａ～Ｃで，最も高い音はどれか。 ［　　　］

9  右の図は，音さＡ，音さＢを 2回ずつ鳴らし，それぞれの音
をコンピュータの画面に表したものである。ただし，音さＡは

音さＢより低い音が出るものである。次の問いに答えなさい。

□⑴　最も大きい音を表しているものはどれか。図のア～エから

1つ選びなさい。 ［　　　］

□⑵　音さＡの音を表しているものはどれか。図のア～エから 2

つ選びなさい。 ［　　　　　　　　］

□⑶　図から，音さＡの振動数を求めなさい。 ［　　　　　　］

10  図 1 のように，ギターの 1本の弦を左手の指で押さ
え，その弦を右手の指ではじくと音が出た。はじめに

出た音をコンピュータの画面に表すと，図 2のような

波の形になった。次の問いに答えなさい。

□⑴　次の①～③の操作を行ったときの波の形を，図 3

のＡ～Ｃからそれぞれ 1つずつ選びなさい。

□①　弦を押さえる位置と弦を張る強さは変えずに，

弦を弱くはじいた。 ［　　　］

□②　弦を張る強さと弦をはじく強さは変えずに，弦を押さえる位置を左にずらした。 ［　　　］

□③　弦を押さえる位置と弦をはじく強さは変えずに，弦の張り方を強くした。 ［　　　］

□⑵　⑴の①～③の音は，はじめと比べてどのような音か。次のア～エからそれぞれ 1つずつ選びなさい。

ア　高い音　　イ　低い音　　ウ　大きい音　　エ　小さい音 ①［　　　］　②［　　　］　③［　　　］

CA B

000

時間〔秒〕 時間〔秒〕 時間〔秒〕

・横軸は時間〔秒〕を，縦軸は振動の幅を表す

ア イ

ウ エ

0 0.002 0.0040 0.002 0.004

0.002 0.0040 0.002 0.004

＋1

－1
0

＋1

－1
0

＋1

－1
0

＋1

－1
0

0

図 1 図 2

CA B
図 3
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91　身近な物理現象

  右の図のように，おもりをつるしたばねを天井からつるした。矢印は，この
ときにはたらいている力を表している。次の問いに答えなさい。

□⑴　Ａ～Ｄの矢印が表す力は，それぞれどういう力か。次のア～オから 1つず

つ選びなさい。 Ａ［　　　］　Ｂ［　　　］　Ｃ［　　　］　Ｄ［　　　］

ア　天井がばねを引く力　　　　イ　ばねが天井を引く力

ウ　おもりがばねを引く力　　　エ　ばねがおもりを引く力

オ　おもりにはたらく重力

□⑵　Ａ～Ｄの力のうち，つり合いの関係にある力を 2つ選びなさい。

 ［　　　　と　　　　］

  図 1 のようにして，ばねにおもりをつるし，おもりの質量とばねののびの関係
を調べた。次の表は，その結果をまとめたものである。100gの物体にはたらく

重力の大きさを 1Nとして，あとの問いに答えなさい。

おもりの質量〔g〕 ０ 20 40 60 80 100
ばねののび〔cm〕 ０ 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5

□⑴　つるすおもりの質量とばねののびには，どのような関係があるか。

 ［　　　　　　　　］

□⑵　質量 130gのおもりをつるすと，ばねにはたらく力の大きさは何N

になるか。 ［　　　　　　　　］

□⑶　表の結果をもとにして，ばねに加えた力の大きさとばねののびの関

係を表すグラフを，図 2にかきなさい。

□⑷　このばねに質量 150gのおもりをつるすと，ばねののびは何cmに

なるか。 ［　　　　　　　　］

□⑸　ある物体を月面上でこのばねにつるすと，ばねののびは 1.6cmになる。この物体の質量は何gか。ただ

し，月面上の重力は地球上の 1―6  とする。 ［　　　　　　　　］

  長さ 8cmのばねにつるすおもりの数を 1個
ずつふやしていき，おもりの質量とばねののび

との関係を調べたところ，右の表のような結果

になった。100gの物体にはたらく重力の大きさを 1Nとして，次の問いに答えなさい。

□⑴　このばねに質量 60gのおもりをつるすと，ばね全体の長さは何cmになるか。 ［　　　　　　　　］

□⑵　このばねにある質量の物体をつるしたところ，ばね全体の長さが 11.2cmになった。つるした物体の質

量は何gか。 ［　　　　　　　　］

□⑶　図 1のように，このばねにつるした質量 50gのおもりを指で下に下

げ，ばね全体の長さが 13cmになったところで静止させた。このとき，

手がばねに加えた力は何Nか。 ［　　　　　　　　］

□⑷　このばねを 2本用意し，図 2のようにつないでおもりａをつるすと，

2本のばねののびの和は 5.6cmになった。おもりａの質量は何gか。

ただし，ばねの質量は考えない。 ［　　　　　　　　］
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